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In the pr℃l'ious reports I have presented the r巴suits'if the studies in ¥1・hich a ur乱nin

solution was injected into the left thoracic cn・itY 3 and 7 days after performance of a 

left sided thorιa otomy, the quantit_1・ of the pigment absorbαl in the aqueous humor and 

th巴 bloodas、veilas that巴xcretedin the urine during the !Jrst 3 homs were det巴rmined.

Th巴 residual日uidin the chest C乱、itrand its uranin concentration at the end of the 

first 3 hours 川erじ alsoestimated. 

ln the pres＜~nt series of experiments. the identical pro.;:edures ¥¥・ere carried out in 

order to study the in日uence,if any, d a unilateral thoracotomy upon the po¥1・er of 

.1¥J.surption from the contralaternl, unoper,1tc,l pleural t二wilr. The re!.-mlい obtained

are as五ollows. 

¥I In the normal rabbits the power of the pleur:1] ah出）rptionis practically equal 

on both sidじヘ日itha slight superiority巴xhibitedby the right side. 

B) Following a left sided thoracotomy the ah伯 rptionfr"m the right pleural cav1t、
l討 influencedin the following manners: 

1) It is invariably irn p1≪ 叫 edon~r that in the norm江lcontrol. 

2) Absorption is more active 3 days than 7 days after the thoracomy in all instances. 

3) Corn parison of the results after品目 th《1rk リtci1n1・ and thoracotomy under differe1ト
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tiぇlpressure shows a slight superiority of absorption f)llowing the former to that 

following the latt色rform of the operation both on the third and seventh postoperati、E
days. 

C) The acceleration of absorption from the right pleural cavity after the leftsided 

thoracotomy is supplementary and secondary to the impro¥'Od absorption from the 

left pleural cavity, and returns to the no1mal condition-; after th色 seventhpostoperative 

da1. (Author’s abstract.) 

【内容妙録】 第I回及第2回報告z於テノ、．左胸iJ~胸3日及7 日後色素Lウラ＝ン守ヲ左肋膜腔内z注入

シ，注入直後3時間中市j房71'及血液内吸牧並＝尿中排1世ヲ吟店長シ， 3時間後肋膜腔内務溜液ノ含有色素

濃度ヲ定量シテ，此等2方面ヨリ関胸側肋膜腔吸牧作用 7検討セシガ，主r，，ノ、同一方法 7用ヒテ左胸開

胸3日及7日後右肋膜腔ノ吸牧作用 ヲ検スJレム

(A) 健常家兎＝テノ、，右肋膜腔吸牧作用ノ、，左肋膜腔ユ比シ英作用相伯仲スレドモ，多少優夏ナ

ノレ傾向ヲ有λ 。

(B) 左胸開胸術後ノ；右niJ膜腔吸牧作用〆＼開胸術ノ影響ヲ受ケ 1

1）健常時＝比シ其作用常＝優頁ナリ。

:l) 3日後ノ、，7日後ニ比シ其作用常＝優夏ナり。

8) 卒腫開胸ト過匪開胸トヲ比較スノレ＝， 3日及7日後共ニ21>-座開胸／方菜作用稿、毎夏ナノレガ虫日シ。

(C) 左胸関胸術後右肋膜腔吸i攻作用ノ尤進ーノ、，左肋膜腔吸i投機能ヲ代償補整スノレモノーシテ， 3日

後ノ、英作用左肋膜腔＝中目匹敵スレ F'モ， 7日後ノ、略常態＝復鯖ス。

目 次

緒 言

寅験方針及貫験方法

貨験成績

〔I〕 商l房＊，血液及尿中色素濃度ノ定量的

緒

貰験成績

〔E〕 肋膜腔内瀦溜液含有色素護度定量ノ：寅

験成績

貧験成績総括及考察

E司

開胸術後肋膜腔吸牧作用ノ賞験的研究，第1回及第2回報-r;・.＝.於テ， 家兎左胸ニ開胸手術

ヲ施シ，色衰Lウラニン寸／開胸側（左）肋膜腔内注入ーヨリテ，卒座間胸及ピ過座開胸ヲ中

心ト シ，術後3日及7日後ニ於ケル肋膜腔ノ l及牧朕況ヲ検討セシニ．健常時ニ比シ，共作用

ノ旺盛ナ Jレヲ認メ．同時ニ鴻血致死セシメテ剖検ス Jレ時，色素注入側（左）肋膜腔以外，他

側（右）肋膜腔，心安北他ーモ，色系・ヲ含有セ Jレ瀦溜液／ ；れマl：ヲ認メタリ 。就中他側t右）肋

膜腔瀦溜i夜へ共量及ピ色素含有濃度最モ著名ニシテ，之ヲ質店合成績ニ参巧 トシテ表示セ

リ。コハ勿論，縦隔肋膜ノ透過性ノミ ニ程因セリヤ，勝叉一度注入肋膜腔ヨリ吸牧セラレ

タル色素ノ再度法出シ来レJレモノヲモ含有セリヤハ7象断ヲ許サ J レドモ，他方健常友兎肋

膜腔エハ，可:f:&i瀦摺液ノ干｛在セザリ シヲ顧慮ス）！..時，少クトモ該瀦溜液ヲ一瞥シテ，左胸

肋膜腔ノ吸牧ニ針シ，右肋膜腔ノ陰｜易相扶ナテ其作用ヲ助長ス Jレニ非ズヤトノ推察ニ到達
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セシノラ Jレ、ハ自然ノ大勢トェtハザル可カラズ。

従ツア余ハ政ニ，左胸間術後，術muuo日l:IJ膜腔吸牧作用ノ 報＇；I；ェ績キテ，第3回報告ト

シテ， 直接関胸ヲ受うスR シテぜfヒ少ク. [(ijモ機能及性i!kニ於テ同一ナル隣接臓器，右肋膜

腔ノ吸牧作用ii犬況如何ヲ，＼・t究II今味シ，夏ニ左:ti雨肋膜腔吸牧作f-IJノ相互関係ヲモ併セ悶明

セントス。

賓駿方針及賓験方法

(1）本編ハ．左胸開胸術後右胸肋膜腔吸牧作用 Jif)：況ヲ吟味スノレヲ主旨ト スノレ ヲ以テ，

準備手術ヲ左胸ニ施行，所定日；故後，右肋膜腔ニ色素注入ヲ震ス。

c2）上記貫験方針以外ハ．綿テ第l回及第2回線缶ニ於ナノレト同様エシテ，略j主スレパ，

準備手術施行後，寛験時可及的2庖内外ノ雄兎ヲ使用シ，色素n:Z%」ウラニン寸1三笠土氏

溶液ヲ用ヒ，且色素注入直後ヨリ 3時間中，前房水，血液及尿ヲ採集吟味シ，夏ニ3時間直

後之ヲ潟血致死セシメテ後， k有r•14肋膜腔内瀦溜；夜／定量及 ピ泌f主合仔色素濃度ノ測定ヲ

鵡ス。

(3）賞験ハ．次ノ時期ヲ揮ビテ行へ リ。

1) 健常家兎

21 卒座間胸3日及7日後

3) 過座間胸3日及7日後

r-1-1質験ノ、， 9月下旬ヨリ 11月上旬＝於テ之ヲ行ヒ、季節的エモ左胸肋膜腔吸牧作用ノ

寅験 ト相E比較ニ使ナラシメタリ。

賓験成績

〔I〕 I五i房＊・ 血液及尿中色素濃度ノ定量的寛験成績。
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最高濃度時間 I I I ろ（｝／

血 1分 日 寺滋皮 ＋ ワ ＋ 1 （）メ

2分時濃度 ..( 6 ：タ， ，） 

:1時間目法度 ・Hi -±7 -10 :l8 』；LS

液 最高波度 95 ］｛｝｛） 9:2 89 !l-!.O 

平均濃度（：＼！） λl).H .)4. 7 ·f.~ (j 4'.l.1 00.f' 

第1表B 第 I例（29/.L'{晴）

り－－

N

λ

9

5

0

5

0

6

c

m

h
＝
バ
ロ

8

8

7

6

6

4

0

1
リ一一

7

4

8

4

8

4

9

5

・2
＝
持

9

8

8

7

6

5

4

／’k
＝
 

り一一

v

y

w

w

w

M

均

叫

E

一：

I
1－
け
ド

E
ド

E
日

一J
二

一

一

一

一

回

且

l

f
、一一

一
号
店
E

が一一｜ぺい

3

8

0

9

3

7

l
Gヒ
H

1

↑一↓

2

3

5

7

一
川
内
法
（
二

1
l！

一見ーラ
f

ン
一
」
一

一
川
至
リ
－
液
）
二
＋
川
は
日

3
一
は
は
一
山

一

（

ニ

ル

氏

蝿

ニ

（

（

（

］

；

：

－

h
一
抗
日
川
ム
ル
一
（
ニ

J

↑
血
ヲ
シ
ゲ
一
一
一

同

時

＝

γ
γ
y
u
u
V
M
V
M
V
M
V

一

時

け

一

一

｜

｜

1

2

3

4

一
噌
附
の
一
了
。

ι

2

1

3

0

8

6

尿
一
国
、
故
一
立
ー
ソ
lilυ

い
九
川
同
川

一

司

」

r－
一

心

ゆ

ゆ

T

S

一
同
町
竪

3

I
ド
ー
ド

E
4
m
引

↑

内

皮

二

4

7

9

4

4

3

1

り

一
耗
泣
り
＝

i
t
ι
ι
ふ

2

4

4

一
l

素
ハ
い
＝

4

4

1

3

3

剖

1

水

一

仏

色

一

一

一
－
－
フ
ン
一
一

二
五
リ
一
液
）
一
一
口

m

M
幻

川

幻

一h

－
一
ル
氏
貯
士

3

爪

江

川

叫

に

凡

一
ペ
リ
ム
ル
一

f

l

・
－
］
］
］

房
一
J
7
シ
ヂ
一

戸
川
山

一－判
U
W

ニ
間
同

ラ
4
t

J
幼一盈

書
官

J

刊比山ド

＋

4q 

一
O

一

H

九
一
コ

4

一4

一

8

4

一

5

リ

－

4

1

一

心

5

0

一
7

0

一

0

7

一
γ

7

8

一
y
↑
8

0

7

U

8

0

一
弘

0

ト

B

H

－
引

5

2

一K
l『

6ω

v
＝
1

1

一

H
一一

I
町
内
リ
一

I

2

一
I

り

＝

0
6

－

け
O

一

一

一

己一；一一ぺ：
ω
一
l
u
u

一昨＋
3

日
計

一割
i

一
1

刻

一

出

一

I
5
3
一
l

ど
一

I

｛

後
一
I
l
l－一
1
1

一

一

一

一

日
一
一
一

5

0

一
1

0

一

り

0

一
Y

日
日
一

4

N

2

H

4

－
ニ
凸
v
o
一

J

O

一

・

一

rt

一

i

司

i

〉

－

＝

・

一

4
2

一

u
u
y
i

一作。

a

t

t

一

1

4

3

－
E

＝
2

0

一，

8

一
1

2

3

一
I

I

一
I

7

内

羽

田

＝

。

“

一

リ

ο
一

一

一

ru
－

－

一

一

↑

一

一

関

－

一

一

一

一

一

一

座
「
」
「
111

－
一

7
1
1
1
1一

平

一

二

川

も

一

3

川リ一

V

H

7

一

I

M

一

十

l

州

U

H

L
一
E
一

一

山

主

4

竺

い

祁

♂

一

E

6
泊
一

1

1

U

川

船

一

一

一

：

一

：

一

一

一

｜

第
一
ー

ilz（
｜

｜

｜

一

一

一

十

↓
一
け
均
一
O

M

V

一

2

8

一
一
げ
り
け

7

一
V

2

6

刊

日

は

I
＝
1

1

－4
7

E

H

U
幻
↑

U
v
l
一一い

I

U山

三

O
A

一

向

。

一

一

一

白

一

一
一
川
＼
一
ト
ん
か
『
一
間
前
戊
り
一
司
王
手
J

一

間

度

度

度

度

わ

一
一
団
げ
い
一
例
（
一
時

P

Z剛
位

。

一

時

浪

一

一

量

温

一

度

法

度

一

池

山

量

一

度

法

私

自

浪

度

一
章
一
湿
一
ぺ
J
J
一
濃
」
看
護
一
排
耕
地
一
滋
時
時
習
』
司
司
法

例

一

一

一

ニ

一

高

匡

均

一

高

高

排

一

高

分

分

耐

E
均

一
日
付
一
最
最
卒
一
最
最
純
一
最

1

2

3

最

平

一

入

入

一

十

億

室

一

注

注

一

前

房

水

一

尿

血

液

世一

w

’’

F
 

O

川

＋

l

b

ゴ

I

U

E

い
E
－三一ロゆ

『

l

m

自

凸

口

市

T

前

（蛇）

0.44 

0.4~ 

0.50 

0.56 

0.九2

0.36 

液

司王 均

2 Oil 

1 2 

4.2 

7 ：~.4 

1り（l.i'i

66.2 



1九16 日本外科資幽第 10 巻~ 6 !IJ，~ 

第2表B 弘H例（1'/x：会）
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第5表B 第JV例（12/X晴）

前 房 * 尿 血 液

時間人何最qウ珍ラ「占＝排y罰世可

Lウラニン寸 l 血~~.l 路
ヲ.M＝致ラ 0.1蛇内 尿素量排中色 ヲ 致ラ 0.1Jt;g 
ジムノレリン 時間 池時間シム Jレリン内色素 I 
ゲノレ氏液 色素滋度 ゲノレ氏雇ー滋度

（時分）｜ （ま0 (JtO (M) （時分） (%) （分時） (it;E) ('.¥I) k分時）｜（施） I (¥I) 

；：（）〆l 0.52 15.36 :wi o.5 0.2 ．・、1・ 50' 8.7 .~8 

0.85 22.19 叫 4 I f 日7 2〆 0.6 7 I 9.7 98 

po’ 0.30 18.91 64.o I 130'・ 6.1 3' l.5 16 PO' 10.:l 104 

:n: 0.34 19.ll 57.'2 :n: 4.1 ./ 2.8 29 I 20' 9.1 !l2 

:n: 30' 0.30 15.06 51.2 i :n: :;1γ5.0 10' 4.1 42 I 30' s :i 84 

If 0.24 12.!lS -53.l Ill 2.1 20' 5 .. ) ;)G :u: I 7.4 75 

合計 :122.4 合計 21.5 30' 6.2 63 

平均 53.7 平均 :: fi ! 40〆 7.0 71 Df 6.8 6!l 

平均 G0.5 

第4表A 過座開胸 3日後

例

控重（庖）

室温（（）

注入Lウラ＝ン1量（粍）

注入しウラユン寸温（C)

；：引
前
房
水

最高法度時間

最高浪度

平均濃度。r)

最高排稚 時間

最高排世量

級排f世量（%）

最高法度 時間

1分時浪 度

2分 時 濃度

3時間日渡）主

最高濃度

平均濃度（＇.＼！）

尿

血

液

γ

。。同／一
dr
」

「

の

え

り

え

リ

ハ

リ

戸

白

川
副

1

＆
一
］
－

n

M

7

1
E
A

一

『

j

f

T
E

－－
E
 

130ノ

4.7 

1λ8 

r 10' 

8 

72 

104 

66.!J 

！平均

:":: ~ ＂コl
－~~u·~t－~： 

Ill JV 

I 
.1 

11 

102 

69.1 

〆
－

2

1

9

5

n

U

J
「

O
O
A
υ

’

1

1

：
 

ρ
0
 

7
・且

u 

..i . ..i 

16.4 

1 ~ 

6.0 

81.3 

106.8 

70.il 
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第4表B 第 I例（24/XP青）

リ＝

v

w

w

w

f

h

d

昨
一
．
ー
ド

E
ド

E
一
創
刊

房水 i尿！血
Lウヲュン＇ I I I ! ｜血清 (I i犯｜ ！ ｜ 

L ウラユン守iヲ ~I ュ至ラ JO.I 路内i l尿中色｜ ｜ヲMニ烹ラ ll.1 H I 
時間 j30分間排池｜シムルリンl ｜時間｜素排出時間｜シムノレリン内色系 I 

量 ｜ゲJレ氏福一｜色素滋刷 ｜量 ｜ ｜ゲJレ氏液 ｜濃度 ！ 

些L上uo I DI) k時分）｜似） !c分時）I（先） 旦山型り｜盟2_lj~I)
o.31 I ~.53 J 9.2 i :=w 1.5 Iγ ｜ + I +I 川町 J rns 

ll.川 10.5 7 I 36. 2 I I '2. 7 I ~I I () 2 ' ; : I ! 10. 3 I 104 

0.21 10 11 i :;s.4 I I :w 3.8 I ;;1 I u1 ' :.>o 110ノ 10.!lJ 110 

11.2•'> 9 87 ・10.5 I .JI I ~.2 I ;"/ I :Ui I ::7 i I 2011 10.4 I 10.S 
o. rn I 1. rn ; ::s s ：ドゲ＇ 17 ! 10’｜ .s. 1 1 が I 30'1 9.9 ] In11 

0.17 I tl.λ九 川ろ｜店 I o.C' i之O' Qけ！ !Ill Jl [ 10.1 i 10:.' 

:.'1)'.l.1> ！今；z十 1::1 I 30' I 10.0 I 101 I Jl:Wj !I内！川

コ：：.sI卒均 1 :! ：~ I 40' I 10. i' I I 08 ! Ill I 9. 4 I 9,5 
1 I ! ! l 平均 j77.5 

前 液

第5表A 過~閲胸 7 Bfえ

i I I _ I II 
例 J I : JI DI I 1V ii平均

穂 重（庖） I I 川： I同 ~.Oλ ＇ 180 1[ 1州

室 温 (c) i :.'O 00 ! 20.05 i :!1.00 I :!II.り

注入L'7ラニン可（施） I :u I ::./ I .u I ::.B II 
it入Lウラニ＇／.，混（｛）司 37.00 I 37.00 I :11.011 I 刻。o II 

前（最高波度時間（ Iげ {30' I I I J30' I: 
房｜最高濃度 1 7-t -t .{II 2 九！l.4 ・：4.:? 11 .12 1 

*I 平均波度。I) 判け 1 :n . s H n :.> u :i白日

！最高排池時間｜ JI I :p1γ I :;iv I :iO' '! 

保 最高排池 :11¥: ' 4.S I 6.S ' 6.3 I 5.8 II 九。
線排池量（%）； :?11.2 2.:, 1 I 2-16 i 2:rn : :.>:=L:.> 

I 1 O' I I I I I [ 

i +. I + I 十

I i I .i I 2 

Ii;) j 川 53 I 5:3 

97 I 93 I 101 I リ4

与t.9 I 弓・L9 I .)Ji -t I )2.5 

3.:" 

血

最高泣度時間

I分時法度

2分時設立 j主

；）時間目法度

最高波度

予均 i民度。I)

付与

4.:l 

λ円い

Hti.:3 

.53.4 

液
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第S表B 第E例 （＇.！：2/x曇）

前房＊ l 尿 胤

Ii.-ウラ＝ン1 I I 1血清 0.1犯｜
ιウラニン寸｜ヲl¥l＝至汁qlまE州 ｜尿巾色｜ ｜ヲM＝至ラ10.1挺

時間 jaO分間排f世｜シムルリ叶一 ・』 時間｜素排池｜時間｜シムノレリ ン｜内色素

量 也土氏議寸色素税度l l量 I 1ゲノレ氏夜－，濃度

（時分）

30’ 

I3りr

I 
lf 301 

Ill 

合計

平均

（路） I （路） I (i¥Q （時分JI(%)IC分時〉｜ （耗） I (M) 

0.22 I 1.33 I 1.0 I刈 1.2I I' ! + I + 
0.21 I 1ヨ2<i : o:i.-1 i I [ :u; , 2〆i o.;: i 4 

0.23 I 10.51 I 46.7 I I 3什 6.3I：γ I).() i IO 
0.25 I rn.29 I 54 2 lf I 0.2 , 5’i ] .. ) i 16 

0.27 i 14.53 ! J孔 8; lf 3門 4.. s i 1rJノ； 3.1 ! ： ：~ 
0.1ι ： メ4リ 41.6I 1H , ：：メ ，201 .u:; : 41; 

:!ti:: 1 I合計 I24.6 I 301 1.6 I 
44.0 I平均｜ 4.1 I c!IY S.5 I トU

〔IIコ肋膜腔内瀦溜i夜含有色素濃度定量ノ寅験成績。

第6表健常家兎

l ;)}:i 

液
一一一一ーー「ーーー

（分時）｜（鉛） I CM) 

50〆I9.8 I 99 

I I 10.o I 101 
I IO'! 9.3 I 94 
I 20'! 1 o I so 
13011 7.2 1 7a 

[ I 6.8 I 6!l 
]f3けつ 6.1 I 02 
1H t 5. 2 ! 53 

平均 l f 56.4 

ー一一例 I 1 1 j[ f E 巾 J_ iv 11 平 均

健重（延＞ I I.!l.s : 1.85 I 2.川 2.10

注入」ウラユ J宜（犯＞ I __ _:i9 , :i.• 一 一二L上一二L
右｜液量 ｜ 川川 ！ 4 07 i -! II.) ii 

！主主 度 25.2 2:l.1' .i I: 

寸五一 ii（~~一寸7了 o.45 I －~；－－－ · － o可
左 ｜濃度（%〉 1::. o.6 1 o s ! o.6 1 

第7表平座開胸日日後

~.OIJ 

ιo 

:1.8 

25.!I 

。5
0.9 

"WIJ Lニー I Iii 」ユ一－二二」L土土
健重（庖）

注入Lウラニゾ量（路）

｜液

右 Ittt 

2.15 

4.3 

-t.57 

11.5 

液
左 ｜滋

量 （立oI , 0・リ

度（%） 1 o i , 0.1 

2.05 

u 

4.43 

12.3 

0.80 

II:-: 

l ；~~~ I ；~~ ii _ ~ 411:; 
｝ ； 

己：~~~ ,;: 
I + I + II 0.3 

ム I + ii 111 
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例

徳重（庖）

法入Lウラ ＝－ ，..寸量（邦）

右
液
混
一
一
液
法

ι 
量（銘）｜

度（%） I 
左

第8表

「－I 

後
一

円
口
－

7

－E
 

布
留
－

vn

－
 

関

戸
歴
一

千
一

官且

第9表 j&J座開胸 3日1去

. 1V 

2.05 

4.1 

3.98 

19.l 

0.35 

け 5

y 

1.95 

3.!l 

4.08 

20.5 

0.54 

1.2 

平 均

2.00 

4.0 

3.9 

19.9 

0.4 

0.5 

'WJJ 

の

げ

た

リ

5

3

一5
3

2

0

内

4

一
7

j

－
Q

J

H

d
L

一4斗
A

v
－
－
ハ
リ

M
O
l

－A
h

－
－

5

O

 

A

J

4

一
5

9

小↑。

2

一
4

1

一
1

、
J

、l
’一

l
止
住
え
一
、
ノ

1
ノ

延

均

一

L

E
一一路

M
F

r
t
、
rs
、

一

一

／

t

、、
f
f
、

一

百

一

一

量

度

t
一
ン
一

一
一
一
液
滋
一
液
滋

入
一

鯉

注

一

右

左

例

骨豊 重（疋）

注入Lウラユン寸量Cil1J I 

｜液量｜

右｜滋度｜

左｜液量側（
濃度（？の i

l .Sλ 

3.7 

3.55 

:!--! ~ 

り15

U.5 

.[ 

。
究
－

4
2
z
‘－ 

円
ロ
－

マa

－li

h
吋
－

1
・

開
一

隆
一

E

1
・
；・

表
一

ou

－
 

－

－

 

第
一

1.:-:.:, 
同

t
d

一

司

4

1

A

u

n

－

一

’

a
｝

白

一

一

d

；

一

伽

一

｛

；

－

－

］

 

。υ
9

－
A
円

11.3 

第 11 表

DI 百「｜｜平均

4.1 

:?.0,'i 

：？~~~ II 

O.Sli 

0.3 

)[ 

4
ま

Q
d

4
A

の

ο’i
 

A
O
円

4

9
“
 

－

Qυ 

イ
官

1
i

；

i
 

q

｛
 

4
4
1

・
ハリ

H
V
 

JV 

0.8 

0.7 

UlO 
也－竺

寸 1-- 1 ~~~ II 

工；！二l主

3 日後

I i 健常家兎
21'- ！＂~関胸 I 過！堕開胸 ｜ 

注入」ウラユン寸量 （括） I "'n : 4.1 I .[I) 

前房 7］＇平均渡度 (¥!) ::..J..5 I ::.i.:-; I 

尿線排液量（%） I n.4 I i1; .1 I 

血液内平均漣度 (¥I) I liU.2 I 10.:: I 

液 量 I --1.3 I 4..J. I 

右｜滋 度 I 11.7 i 1::.9 

液 L¥: (!):€) I o.:: I II s 

左温度（%）｜ 0.1 I II 7 

2；汁

7 日

弓王座間胸

後

過座開胸

ハ日リ

:lG.ij 日付｛） I 

27.2 I 

5・t.:J I 

:Ul I 
l!l. !l 

0.4 

11.5 

:3.S 

、J'l.:!

ら；｝.4

::.:-; 

23.0 

0.3 

0.ち
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賓験成績穂括及考察

健常家兎ニ於T，左右i椅肋膜腔 JI吸牧作用ヲ比較スルー， ro11房水平均濃度ニ於テ，多少

甚シキ懸隔ヲ有スレドモ，尿及血液ノ排池並吸牧欣況及ピ肋膜腔内瀦溜液ノ含有色素濃度

ニ於テハ，常ニ相拾抗シ．而モ左ニ比シ，右ノ ；方枯優位ヲ示シッ、アノレハ一目瞭然タ Jレ所

ナリ。

1匙ツテ， ！E

良否ヲ決定セシ如ク’本編ニテハ．左胸間胸後右肋膜腔吸牧作用ヲモ，健常家兎ノ：右肋膜

腔吸牧作Fl1ニま壮とシア共良否ヲ吟味シ，他方共作用互ユ相伯仲セル健常家兎／ ；右及if.肋膜

腔吸牧作用ヲ介在セシムレノ、，左胸開胸後ノ左及右肋膜腔各個々 JI汲牧作用ヲモ容易「

比較考察シ得Jレノ使ア Jレヲ知リ，以下目m房＊，血液及尿ヨリ行へJレ寅験ト，肋膜腔内瀦溜

液ノ含有色素濃度トヲ逐次針HH比較シテ，共蒙ヲ啓カントス。

血液及白11房水内長高濃度時間及ピ尿中最高排池時間ハ，健常家兎ニ比シ， 前房＊，尿ハ

勿論血液ノ 3日後モ亦明カニ遅延シ，血液7日後亦多少遅延傾向ヲ有ス。

血中へ J色薬吸牧ハ綿テ1分以内ニ行ハル、モ，血中1分時及2分時濃度ハ，健常家兎ト同

程度ーシテ，特ニ吸牧量 J.t曾大ヲ認メズ，而モ血中3時間目濃度ノ＼綿ア各共卒均護度ヨリ

大ナ Jレ濃度ヲ有シ．保中綿排池量ハ，過座開胸3日後ヲ除キ，健常家兎＝相伯仲ス Jレカ，或

ハ多量，且叉血中平均濃度ノ各自健常家兎ニ比九共濃度大ナ Jレヲ知Jレ時，一般ニ左胸開

胸後右肋膜腔吸牧作llJノ大勢ハ，比較的吸牧排池ノ相互関係共平衡ヲたセズ、シテ吸収作用

ノ増強ヲ招来シ．而モ3時間後向且相市民ノ吸牧ヲ繕皆シッ、アル事ヲ確認ス Jレト同時ニ，

他方商Ii述左肋膜腔吸収作用ノ，吸牧能力ニ於テ？？；ニ健常時ニ比シ優良ナノレニ拘ラズ，共吸

牧排池ノ相互開係.zp:術ヲ失セ Jし時期ア Jレニ針上ヒス Jレ時，同一臓器ニ於テ出現セル機能上ノ

相違へ明カニ後者ハ開胸側エシテ，前者ハ開胸ヲ受ナズ愛化少ナキ 1個ノ隣接臓器ナ Jレ

ニ基国スルモノト云 7可ク，妹二左右ヲ論ピズ相共ニ健常時ニ比シ，共吸牧作用ニ於テノ、

機能増進ヲ目標トシテ協 ）） シッ、ア Jレハ注目ニ値スル所ナ Jレ可シ。

第11去ハ．第l表乃至第10表ヨリ作成シ，前房＊，凪j夜ノ平均濃！主，尿中綿排池量及ピ

肋膜腔内瀦溜ii主ノ 含有色素濃度ヲ表示セ Jレモノニシテ，左胸開胸後右肋膜腔ノ量的観察ヲ

行仁，夏エ第1回報告第10表及 ピ~｝2回報告第161< ト t•J·比シテ左右雨肋膜腔ノ！及牧作用全般

ヲ大相セシムルニ使ナリ。

先プ右肋膜臨各l’lノ吸収作用及ピ位常家兎並開胸3日及7日後ヲ比較巧祭セン ι ，健常家

兎ー比シ過座間胸7日後ハ， b長中総排t世量及ビ 血中卒均濃度共ユ梢大ナレドモ， ；絡別ノ優

位ヲ認j J雄ク，平~開胸7日後ニ至リ，初メテ共作用優良ナリト云ヒ得官J ：：，，，え卒座開胸3

日後／健常次兎ヨリ共fHll優良ナ Jレハ一見察知シ得JレJi)jナレドモ，過鹿開胸3日後ハ，各
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自共血中卒均濃度ト尿中綿排池量 ノ増減相逆行シ，正確ナ Jレ比較｝）~』い資ニ乏シキモ，肋

膜1室内瀦溜液ノ含有色素濃度ハ，此間隙ヲ安官；ニ補ヒテ徐アリ。守王座及過座間胸3日及7日

後各自ノ相互関係亦然リ n 要之／1：胸開胸後右肋膜腔吸収作用ハ．常二健常家兎ヨリハ優良

且開胸3日後ハ7日後ヲ共作用ニ於テ凌駕シ，夏ニzp::座間胸ハ過座開胸＝比シ3日及7日後共

ユ多少其作用優良ナ Jレ傾向ニアルハ首肯シ得）~所ナリ。

二次ニ此等右肋膜腔吸Ji)c 作用ノ 左側エ針 ス ）~ 聞係ハ，両Ii~ スノレ所 ヲ綜合シテ明ナル如ク，

健常家兎エ テハ左右略其作用伯仲シ，此へ判別l代ヲ介シテ開胸3日後ハ．互ニ相匹敵スルカ，

E支ハ右ノ方多少共作用優良， 7日向ハ段モ明瞭ニtr..J // Jt: flτ用l公良ナリ。夏ー開胸術式ニ

ヨJレ3日後ヨリ 7日後へノ l汲牧推移j状態ハ，左肋映腔ニアリテハ＇ 3日後 ヨリ 7日後ニ至ノレニ

従ヒ，吸牧力I曾bn シ，且共増加皮卒fl ！~開胸ノ方過座開胸ニ比シ大ナ Jレー反シ，布肋膜腔ニ

アリテハ， 3日後ヨ リ7日後ニ至Jレニ従ヒ，吸J炊ブJ減退シ，且共減j誌度開胸術式ー ヨノレ；r.＇具

ヲ記、メス・。山此j国是，左胸開胸ナ JレIjj:f.約ハ，肋膜腔吸牧作用 ニ著明ナル鑓化ヲ招来シ，而

モ時ニ｛谷間想像ス Jレガ如ク，共作用 j威j且ニ非スシテ，術後7日以内ー於テハ．少クトモ共

fr!H充進ヲ惹起ス。詳述スレパ，／己目）J膜腔ハ．術後吸牧排池； :zp::術ヲ失シ乍ラモ 3日後ヨ

リハ7 日後へト共1扱牧度ヲ府大シッ、，同時エ J{:iP::彼~IV；態回復エ向ヒ，夏ェ 7日以後ニ於テ

漸次健常丹k態復蹄ヲ目標トシッ、アルヲ7象想スルニ難カラス’。他力・右肋膜腔ニテハ，術後

吸収排池ノ卒術ヲ失セガ， £1.3日徒二最モ著明ナ Jし吸収皮ヲ示シ乍ラ7日後ニ於アハ．略健

常!V：態エ復,¥!ffiシ来レJレカノ翻ヲ呈シ，要ス Jレニ右側ハ．開胸m11肋膜院ノ ；機能ニ！｜｜財産シテ，

共作用弱キ時ハ弧ク， ~§1 キ時ハ常態ニ復mrri スルヲ本態トシテ， y足意味＝於ナ JL 機能代償柿整

／！｜ぱ〈ヲ持シツ、隣徒同一機能臓器ノ役目ヲ完了シ居ノLモノト ェJハサ＂；レ百 Iカラス‘。

向肋膜腔i:1'1瀦溶液ノ含有色素濃度中，色素註入反芯｜側ニ鷲見シi'J.Jレモノハ，色ぷ注入／

／じれイiiJレナ Jレヲ問ハズ， Pl告同程度ナルへ開！！旬術後肋膜腔吸牧frllj ノ I骨j~機仲間様余ノ研

究ノミヲ以テシテハ米ダ不可解ナルハ止ムヲ作サ．ノレ所ナレドモ，少ク トモIr.胸開胸ナ Jレ裂

約ニ渉jシ， kヲ中心トシ，右ヲモ併セテ．一般＝肋膜腔吸牧作用ノ -Iii：イI＇＇］カ商ハ ．略萩ニ共

全貌ヲ現出シ＊レルモノナランカ。

結 論

(A) 健常家兎ーテハ，イ王肋映腔吸牧fl＇月jハ，／己肋膜腔ニ比シ， J七l'i：用相11'11中スレドモ

乙少優良ナル傾向ヲ {fス。

(8) 左胸開胸術後ノ：右肋l院院吸牧作刷ハ，開胸術ノ：影響ヲ受タ，

1) 健常時ニ比シ共作用常ニ（引ミナリ。

ゴJ 3日後ハ7日後ニ比シ共作川常エぽi込ナリ。

3) lj':J.ffii開胸卜過腰間胸トヲ比較スルニ， 3日及7日後共ニ，卒麗開胸ノ方共作用柏優良

ナJレガ如シ。

(C) /dl旬開胸術後右肋眼目空吸牧fr！刊／充準へ ／じ肋脱腔吸収機能ヲ代償tlli'l¥＂－ス Jレモノ

ニシテ， 3日後ハ共作用／［.肋膜腔＝相匹敵スレドモ， 7日後ノ、111Q-・，：；：；態ニ復師ス。


